
2012
№528５月号

町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,903人（－1）　男 4,930人（0）　女 4,973人（－1）
　　　　　　　　　出生 9人　 死亡 10人　 転入 52人　 転出 52人
　　　　　　　　　世帯数 3,454世帯（+2）
　　　　　　　　　※平成24年４月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。
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町
社
会
福
祉
協
議
会
（
＝
和
久
田
明
義
会
長
）

　
　
　
　

の
法
人
化
30
周
年
記
念
「
第
５
回
地
域
が
元

気
！
さ
く
ら
福
祉
ま
つ
り
」（
兼
第
13
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
つ
ど
い
）
が
４
月
７
日
、
住
民
体
育
館
駐
車
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
、

地
域
の
み
ん
な
が
互
い
に
助
け
あ
え
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
そ
う―

と
、２
年
ぶ
り
に
開
催
。
会
場
は
、

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
や
模
擬
店
な
ど
を
楽
し
む
家
族
連
れ

ら
で
大
賑
わ
い
。
出
演
、
出
店
（
展
）
す
る
35
団
体
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら
も
、
来
場

者
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、
踊
り
や
鳴
り
物
入
り
の

「
ち
ん
ど
ん
屋
」
で
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
派
手

で
ユ
ニ
ー
ク
な
装
い
に
身
を
包
ん
だ
一
行
が
、
会
場
を

練
り
歩
く
と
、
そ
の
姿
に
思
わ
ず
吹
き
出
す
人
も
。

　

前
日
ま
で
寒
い
日
が
続
い
た
せ
い
か
、
桜
の
開
花
は

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
場
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

関
係
者
や
来
場
者
の
笑
顔
で
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

広げよう 地域に根ざした 思いやり
５月12日は「民生委員・児童委員の日」

　日頃から地域に根差し、安全で安心な福祉のまちづくりを目指して、様々な取
組を推進する民生委員・児童委員。５月12日はこの「民生委員・児童委員の日」
です。５月12日（土）からの１週間を活動強化週間として、民生委員・児童委員
が担当地域において活動等のＰＲに努めます。 ■問福祉課（☎88－6635）

民生委員･児童委員（敬称略）

● 郷之口　▽今西みゆき▽今西泰子
　▽塚谷文彦▽岡本豊和（贄田）
● 銘城台　▽北山邦子▽清水貴美子
● 荒木　▽蘆原智美▽松本康彦
● 南　▽伊藤雅子▽上野雅央
　▽辻橋春美▽山下満弘
● 奥山田　▽楳木まき枝▽久野村弘美

● 岩山　▽阪本伊三雄▽田中喜治
　▽畑谷末廣
● 緑苑坂　▽藤堂昌見
● 立川　▽清水甚▽前田初子
● 禅定寺　▽勝谷康子
● 湯屋谷　▽谷村なをみ▽安井真智子
● 主任児童委員 　
　▽江上知子▽永谷敦子

民生児童委員協議会のちんどん屋に会場は満点大笑い

笑
顔
が

満
開

第
５
回

地
域
が
元
気
！
さ
く
ら
福
祉
ま
つ
り
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あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

70歳以上の
皆さんの活動
を応援します

　
「
文
セ
ン
自
主
事
業
チ
ケ
ッ
ト
」

　
「
文
セ
ン
・
体
育
施
設
使
用
料
」
が
無
料
に
な
る

　

高
齢
者
学
び
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

社会教育係長
　岡㟢貴子

■問･■申教育委員会教育課
　　　☎88－5850

どんどんパス
ポートを利用
して活動の輪
を広げてくだ
さい！

町
で
は
今
月
か
ら
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
70
歳
以
上
の
方
に
、
よ
り
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、「
高
齢
者
学
び
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
事
業
を
始
め
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
に
さ
ら
に
活
発
に
活
動
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
こ
の
事
業
。

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
利
用
し
て
、
文
化
・
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
、

交
流
を
と
お
し
て
、
ま
す
ま
す
元
気
に
、
い
き
い
き
と
し
た
人
生
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す　
　

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
自
主

事
業
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と

き
や
、
体
育
施
設
・
文
化
セ
ン

タ
ー
施
設
を
ご
使
用
の
際
に
パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
無
料

と
な
り
ま
す
。

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主

事
業
チ
ケ
ッ
ト
が
無
料
に

今年は高齢者を対象とする新た
な自主事業の開催も予定。この他
の自主事業で一部利用制限あり

施
設
使
用
料
が
無
料
に

　

パ
ス
ポ
ー
ト
が
使
え
る
の
は

次
の
施
設
で
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
以
外
は
、

各
施
設
の
使
用
に
あ
た
っ
て
の

申
込
み
や
利
用
方
法
は
同
じ
で

す
。
事
前
申
込
み
や
施
設
利
用

承
認
証
な
ど
が
必
要
な
施
設
で

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
必
要

で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

パスポートが使用できる施設

総合文化センター

トレーニングセンター

住民体育館

住民グラウンド

住民プール

テニスコート

１「パスポート」交付申請

　総合文化センター内の教育委
員会教育課で申請します。
　健康保険証や免許証など住所
と生年月日の確認できるものを
ご持参ください。

２「パスポート」発行

　代理申請でも発行できます。
代理人への委任が書面で確
認できる必要がありますので、
申請方法等は、事前にお問い
合わせください。

３「パスポート」提示で施設利用等

　施設使用料やチケットが無料
になります。パスポートを利用
して施設を団体でご利用いただ
くには、別に団体登録が必要に
なります。

　

こ
れ
ま
で
９
月
の
「
敬
老
の

日
」
に
開
催
し
て
い
た
町
主
催

の
敬
老
会
。
近
年
、
こ
の
時
期

の
残
暑
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

参
加
者
の
健
康
面
等
に
配
慮
し
、

今
年
度
よ
り
開
催
時
期
を
変
更

し
ま
す
。

　

今
年
は
11
月
４
日
（
日
）
に
開

催
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
70
歳
以
上
の
方

に
は
、
10
月
頃
に
ご
案
内
し
ま

す
。

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

対
象　

60
歳
以
上
の
町
内
在
住

者登
録
料　

年
間
５
０
０
円

申
込
み　

申
込
書
に
５
０
０
円

を
添
え
て
地
域
委
員
に
提
出

※
初
め
て
の
受
講
者
は
直
接
、

教
育
課
ま
で
申
込
み

申
込
期
限　

５
月
11
日
（
金
）

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

平成24年度
ことぶき大学

受講者募集

お
知

ら
せ

②

「敬老会」の
日程を変更
今年は
11月４日（日）
に開催します

お
知

ら
せ

①

>>> >>>

利用方法
その１

利用方法
その2

応援パスポート使用
までの流れ

広報うじたわら 平成24年５月号03

「小中連携・一貫教育のあり方検討会議」の委員を募集
心豊かでたくましい子どもを育むために ■問 ･■申教育委員会教育課　☎88－5850

小中連携･一貫教育

スポーツ・文化などで活躍した９名に
教育委員会表彰 ■問教育委員会教育課　☎88－5850

平成23年度教育委員会表彰

　

宇
治
田
原
町
の
教
育
、

学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び

文
化
の
振
興
、
発
展
に
貢

献
し
た
方
を
表
彰
す
る
教

育
委
員
会
表
彰
。
今
年
は

９
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
に
は
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
と
主
な
成
績
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
。

学
校
名
は
23
年
度
当
時
の

在
校
名
）

▼
永
井
勇
人
（
立
命
館
宇
治

高
等
学
校
）
＝
第
64
回
近

畿
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
準
優
勝
、
第
90

回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
京
都
大
会
優

勝
ほ
か

▼
永
井
健
人
（
立
命
館
宇
治

　

町
で
は
今
年
度
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
と
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
、
学
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
学
識
経
験

者
等
に
よ
る
「
小
中
連
携
・

一
貫
教
育
の
あ
り
方
検
討
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
取

組
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
維
孝
館
中
学
校
に
進

学
す
る
こ
と
か
ら
、
義
務
教

育
９
年
間
を
見
通
し
た
「
小

中
連
携
・
一
貫
教
育
」
を
進

め
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校

の
教
諭
が
合
同
授
業
や
学
校

間
の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
各
学
校
の
学
力
に
つ

い
て
の
課
題
を
共
通
の
も
の

と
し
て
認
識
し
、
総
合
的
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
と
学

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

検
討
会
議
で
は
、
こ
の
小

中
連
携
・
一
貫
教
育
を
軸
と

し
て
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
取
組

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
き
ま

す
。

　

会
議
の
立
ち
上
げ
に
あ
た

っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
検

討
会
議
の
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

　

な
お
、会
議
は
６
月
以
降
、

数
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

募
集
人
数　

１
名
（
応
募
多

数
の
場
合
は
教
育
委
員
会
で

選
考
）

応
募
資
格　

町
内
在
住
の
成

人
の
方
で
、
宇
治
田
原
町
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ
い

て
関
心
の
あ
る
方

募
集
期
間　

５
月
25
日
（
金
）

～
31
日
（
木
）

応
募
方
法　

来
庁
ま
た
は
電

話
で
申
込
み

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

高
等
学
校
）
＝
第
64
回
近

畿
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
準
優
勝
、
第
90

回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
京
都
大
会
優

勝
ほ
か

▼
桝
井
俊
喜
（
城
陽
高
等
学

校
）
＝
第
58
回
近
畿
高
等

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
第
３
位

▼
奥
村
友
太
（
南
陽
高
等
学

校
）
＝
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
京
都
府
予
選
男
子

の
部
優
勝

▼
下
岡
賢
三
（
南
陽
高
等
学

校
）
＝
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
京
都
府
予
選
男
子

の
部
優
勝

▼
西
川　

澄
（
西
城
陽
高
等

学
校
）
第
78
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

京
都
大
会
金
賞
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
銅
賞
他

▼
藤
井
瑞
稀
（
維
孝
館
中
学

校
）
第
60
回
近
畿
中
学
校

総
合
体
育
大
会
男
子
飛
板

飛
込
競
技
個
人
第
３
位
、

京
都
府
中
学
校
総
合
体
育

大
会
水
泳
競
技
男
子
飛
板

飛
込
第
２
位
ほ
か

▼
清
水
茶
子
（
宇
治
田
原
小

学
校
）
第
26
回
国
民
文
化

祭
・
京
都
２
０
１
１
永
谷

宗
圓
「
茶
」
俳
句
賞
文
部

科
学
大
臣
賞

▼
垣
口
侑
飛
（
宇
治
田
原
小

学
校
）
生
活
協
同
組
合
全

日
本
消
防
人
共
済
会
防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞

中学新１年生が環境の変
化に戸惑う「中一ギャッ
プ」。小中連携・一貫教
育は中学校へスムーズに
進学できることも目的に
しています

学校給食
『茶ッピーランチ』
　試 食 会

参加者
募集

５月30日（水）
　午後０時30分～１時30分

　学校給食に対する理解を
深め、学校･家庭･地域の連
携した子どもの食育を進め
るため試食会を開催します。
　当日は「茶ッピーランチ」
の日で、お茶を使った献立
を試食いただきます。
　安心・安全な給食を提供
している学校
給食共同調理
場の施設見学
も行います。

・献　立　新茶のご飯、お
茶のふりかけ、牛乳、さ
わらの照り煮、さつま汁

・場　所　学校給食共同
調理場２階会議室（緑苑坂）

・定　員　先着10名
・試食代　２７０円
・申込み　一週間前までに

電話申込み。キャンセル
は３日前までの午前９時
まで。

■問・■申学校給食共同調理場
　　　（☎88－2255）

茶ッピー

新採職員
よろしくお願いします。

今年４月、新たに４名の町職員が採用されました。今後

のまちづくりを担うフレッシュな顔ぶれを、本人からの

メッセージとともにご紹介します。

Freshman

小林　ゆかり
教育委員会教育課

　はじめまして。４月か
ら教育課の配属となり、
総合文化センターの教育
委員会事務局に勤務する
ことになりました。最初

は、至らない点も多いかと思いますが、日々精進
していきますのでよろしくお願いします。

Yukari Kobayashi

Freshman

塚本　香代
企画・財政課

　企画財政課で予算の編
成や執行に関する仕事を
しています。
　住民の方々に何かあっ
たときに、すぐに思い浮

かべてもらえるような職員になれるよう、日々邁
まい

進
しん

していきます。よろしくお願いします！

Kayo Tsukamoto

Freshman

清水　甚平
産業振興課

　主に戸別所得補償や水
田関係の業務を担当して
います。農家の方はもち
ろん、多くの住民の皆さ
んと接して、たくさんの

ことを教えていただきながら成長したいと思いま
すのでよろしくお願いします。

Jinpei Shimizu

Freshman

上野　翔三
建設・環境課

　残土のあっせんや耐震
関係、都市公園関係など
を担当しています。宇治
田原町に生まれ、20数
年。ふるさとで働けるの

は本当に何かの縁があるのではないかと思います。
これからは、恩返しとして、骨をうずめる覚悟で、
住みよいまちづくりに貢献できるようフレッシュ
な力で頑張りたいです。よろしくお願いします。

Shouzou Ueno
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■問＝問合せ先　■申＝申込先

あなたとともにまちづくり

茶の里　伝言板

Tea village news & information

「メーリングリストで情報交換の場づくり」 ともに創るまちづくり推進協議会

　まちには、さまざまな協働のカタチがあります。そんな協働のまちづくりに汗を流す皆さんの活動や取組を紹介
するのがコラボスタイルです。

協働のカタチ

　

昨
年
７
月
に
発
足
し
た
宇
治
田
原
町
と
も
に
創

る
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会（
＝
谷
口
知
弘
会
長
）

で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
協

議
や
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
同
協
議
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
行
う
団
体
や
個
人
の
方
々
の
情
報
発
信
・
交
換

の
場
を
設
け
よ
う
と
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
運

用
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
、
発
信
者
が
イ
ベ

ン
ト
等
の
内
容
を
指
定
の
ア
ド
レ
ス
あ
て
に
送
信

す
る
と
、
登
録
者
全
員
に
そ
の
内
容
が
一
斉
送
信

さ
れ
る
も
の
。
情
報
の
発
信
や
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
る
こ
と
で
活
動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
現
在
、登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
方
法

①
パ
ソ
コ
ン
《
推
奨
》
や
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
機
能
で
、

件
名
に
「
お
名
前
」
と

「
お
住
ま
い
の
地
域
（
例
：

荒
木
）」
を
入
力
し
て
、

kikakuseisaku@
tow

n.
ujitaw

ara.kyoto.jp

に
送
信

②
送
信
し
た
ア
ド
レ
ス
あ
て

に
「
登
録
完
了
」
の
メ
ー
ル

が
届
い
た
ら
登
録
完
了

注
４
日
以
内
に
「
登
録
完
了
」
の
メ
ー
ル
が
届
か

な
い
場
合
は
「
推
進
協
議
会
事
務
局
（
町
企
画･

財
政
課
☎
８
８-

６
６
３
２
）」
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

活動や交流の輪を広げるため「フェイスブック」を
取り入れようと研修を受ける協議会メンバー

携帯電話からは、
ＱＲコードを読み
込み、送信するこ
ともできます。

府
民
公
募
型 

安
心
・
安
全
整
備
事
業

安
心
・
安
全
の
た
め
の
改
善

箇
所
を
提
案
く
だ
さ
い

　

府
で
は
、
公
募
と
地
域
・
市

町
村
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
事

業
箇
所
を
決
め
る
府
民
参
加
型

の
新
し
い
公
共
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

府
が
管
理
す
る
道
路
や
河
川
、

建
物
等
に
お
い
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る

身
近
な
安
心
・
安
全
の
た
め
の

改
善
箇
所
を
公
募
し
ま
す
。

対
象
施
設　

府
が
管
理
す
る
道

路
や
河
川
、
建
物
等

対
象
工
事　

身
近
な
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
小
規
模
な
改
修

工
事
や
修
繕
工
事

募
集
期
限　

６
月
29
日
（
金
）

提
案
方
法　

提
案
書
に
提
案
を
記

入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
提
案
フ
ォ
ー
ム
）
か

ら
も
提
出
可
。
提
案
書
は
各
受

付
窓
口
に
備
付
け
。
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

電
話
に
よ
る
提
案
不
可

受
付
窓
口

●（
山
城
地
区
）
道
路
、
河
川
等

に
関
す
る
提
案　

山
城
北
土

木
事
務
所
（
〒
６
１
０-

０

３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
明
田

１
・
☎
６
２-

０
５
４
７
・

FAX
６
５-

２
６
４
９
）

●
信
号
機
等
に
関
す
る
提
案

　

田
辺
警
察
署
（
〒
６
１

０-

０
３
３
２
京
田
辺

市
興
戸
小
モ
詰
１･

☎
６

３-

０
１
１
０･

FAX
０
７

５-

４
５
１-

０
０
２
４
）

提
案
の
取
扱
い　

提
案
は
工

事
担
当
課
で
「
審
査
基
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

き
技
術
審
査
。
そ
れ
を
も
と
に

「
府
民
公
募
型
安
心
・
安
全
整

備
事
業
審
査
委
員
会
」
で
、
工

事
の
実
施
可
否
を
審
査
。
審
査

委
員
会
は
各
振
興
局
等
に
お
い

て
随
時
開
催
。審
査
結
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。
提
案
者
へ

は
審
査
結
果
を
通
知

■問
府
建
設
交
通
部
監
理
課
（
☎

０
７
５-

４
１
４-

５
１
８
４
）

 National health insurance

国保

　問・申戸籍・保険課　☎88－6634

❶５月31日（木）までに窓口で備付
けの申込書を提出。必ず事前に
お申し込みください
必要なもの　● 印鑑 ● 保険証

❷希望する医療機関に連絡し、12月末日までの
期間で受診日を決める

❸戸籍・保険課に受診日と医療機関を電話で連絡
❹町から利用券を郵送交付
❺利用券、保険証、自己負担分の費用額を持って

医療機関で受診

申込方法

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を

対
象
に
行
っ
て
い
る「
人
間
ド
ッ

ク
」、「
肺
ド
ッ
ク
」、「
脳
ド
ッ

ク
」
の
助
成
。
こ
の
助
成
の
申

込
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
お

早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

受
診
で
き
る
医
療
機
関　

▼
京
都

第
一
赤
十
字
病
院
▼
田
辺
中
央

病
院
▼
第
二
岡
本
総
合
病
院
▼

宇
治
徳
洲
会
病
院
▼
宇
治
武
田

病
院

申
込
期
限　

５
月
31
日
（
木
）

受
診
期
限　

12
月
31
日
（
月
）

対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
、

人
間
ド
ッ
ク
等
の
助
成

申
込
み
は
５
月
末
日
ま
で

継
続
し
て
１
年
以
上
加
入
し

て
い
る
方

・
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な

い
35
歳
～
74
歳
の
方

・
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

※
受
診
は
同
一
年
度
に
１
回

注
意　

助
成
対
象
と
な
る
の
は

12
月
受
診
分
ま
で
。
１
月
以
降

の
受
診
は
助
成
対
象
外
。
人
間

ド
ッ
ク
申
込
者
に
は
特
定
健
診

の
受
診
案
内
を
し
ま
せ
ん
。

 Welfare adviser

福祉に関する

相談員
　問福祉課　☎88－6635

母
子
福
祉
推
進
員
に

府
知
事
よ
り
２
名
委
嘱

　

平
成
24
年
度
の
京
都
府
母
子

福
祉
推
進
員
と
し
て
、
奥
村
満

子
さ
ん
（
郷
之
口
）
と
安
井
正

美
さ
ん
（
湯
屋
谷
）
が
、
京
都

府
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
子
福
祉
推
進
員
は
、
母
子

家
庭
や
寡か

婦ふ

の
方
に
対
し
て
の

生
活
上
、
経
済
上
の
問
題
や
、

母
子
福
祉
対
策
に
つ
い
て
の
相

談
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談

員
に
３
名
を
委
嘱

　

身
体
や
知
的
障
が
い
の
あ
る

方
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

に
、
相
談
や
指
導
な
ど
を
行
う

「
身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談

員
」。

　

こ
の
た
び
平
成
24･

25
年
度

の
身
体
障
が
い
者
相
談
員
と
し

て
谷
口
稔
さ
ん
（
湯
屋
谷
）
と

辻
村
冨
士
男
さ
ん
（
郷
之
口
）

が
、
知
的
障
が
い
者
相
談
員
と

し
て
萩
原
一
雄
さ
ん
（
南
）
が
、

町
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

相談員の皆さん
　　　（敬称略）

お気軽にご相談
ください。
秘密は固く守ら
れます。

母子福祉推進員
奥村満子（郷之口）

母子福祉推進員
安井正美（湯屋谷）

身体障がい者相談員
辻村冨士男（郷之口） 府民公募型安心･安全整備事業で設置

された国道307号の信号機（岩山）

身体障がい者相談員
谷口　稔（湯屋谷）

知的障がい者相談員
萩原一雄（南）

広報うじたわら 平成24年５月号05

 Environment

エコ

　問・申建設・環境課　☎88－6639

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
促
進
に

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
環
境

へ
の
負
荷
が
少
な
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、
町
内
に
お
い
て
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
方
に
対
し
て
、
設
置
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

町
内
で
自
ら
が
居
住
す

る
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
、
太
陽
光
発
電
協

会
（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
住
宅

用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策

費
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
書

を
受
け
た
方

※
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
か
ら
「
補
助
金

交
付
決
定
通
知
書
」
を
受
け

た
後
、
１
年
を
経
過
す
る
と

補
助
申
請
不
可

補
助
金
額　

太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
最
大
出
力
１
kw
あ
た
り

３
万
円
（
上
限
10
万
円
）

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
提
出

申
請
期
限　

平
成
25
年
１
月
31

日
（
木
）

提
出
書
類　

▼
補
助
金
交
付
申

請
書
▼
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
交
付
申

請
書
（
兼
完
了
報
告
書
）
の
写

し
▼
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書

の
写
し
▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
状
態
が
確
認
で
き
る

写
真
▼
納
税
状
況
確
認
同
意
書

▼
売
買
契
約
書
の
写
し
（
設
置

住
宅
を
購
入
し
た
場
合
の
み
）

簡
単
・
快
適
に
ち
ょ
こ
っ
と

エ
コ
ラ
イ
フ

生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
補
助

　

多
く
の
種
類
が
あ
る
生
ご
み

処
理
機
等
。
ご
自
分
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
も
の
を
購

入
し
、
手
軽
に
エ
コ
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
機
器　

生
ご
み
処
理
機
、コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
な
ど

対
象
者　

町
内
在
住
で
処
理
機

等
を
町
内
に
設
置
す
る
方
（
１

世
帯
２
基
ま
で
。
以
前
に
制
度

を
利
用
し
た
分
を
含
む
）

補
助
金
額　

購
入
金
額
の
１
／
２

（
上
限
３
万
円
）

申
請
方
法　

申
請
書
に
購
入
店
の

領
収
書
を
添
付
し
提
出

今
年
度
か
ら
新
制
度

薪
ス
ト
ー
ブ
・
木
質
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
に
補
助
金
を

支
給
し
ま
す

　

森
林
資

源
の
活
用

促
進
に
よ

る
森
林
環
境
の

保
全
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
お
よ
び

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
、「
薪
ス
ト
ー
ブ
」

と「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
」

を
購
入
・
設
置
す
る
方
へ
の
助

成
を
今
年
度
か
ら
始
め
ま
す
。

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

１
／
３
以
内
（
上
限
15
万
円
）

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
提
出

※
申
請
は
ス
ト
ー
ブ
購
入
前
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

平
成
25
年
１
月
31

日
（
木
）

　外国人住民の皆さんへ

　住民票が作成されるなど
　登録制度が変わります

　

外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
外
国
人
住
民
の
方
も
日
本

人
と
同
様
に
住
民
票
に
記
載
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
制
度
は
平
成

24
年
７
月
９
日
に
ス
タ
ー
ト
。

改
正
内
容

①
外
国
人
住
民
の
方
の
住
民
票

が
作
成
さ
れ
ま
す

対
象

▼
中
長
期
在
留
者
の
方
（
３
か

月
以
上
日
本
に
適
法
に
在
留

す
る
方
）

▼
特
別
永
住
者
の
方

※
観
光
目
的
等
で
短
期
滞
在
さ

れ
る
方
や
不
法
滞
在
者
は
対

象
外

証
明
書
類　
「
登
録
原
票
記
載
事

項
証
明
書
」
に
か
わ
り
「
住
民

票
の
写
し
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
住
民
の
方
が
日
本
人
住

民
の
方
と
同
じ
世
帯
の
場
合
は
、

同
じ
住
民
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
５
月
７
日
以
降
に
、
現
在
の

外
国
人
登
録
の
内
容
に
基
づ

い
て
作
成
し
た「
仮
住
民
票
」

を
通
知
し
ま
す
の
で
、
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
新
し
い
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ

ま
す

▼
中
長
期
在
留
者
の
方

▼
特
別
永
住
者
の
方

※
新
し
い
カ
ー
ド
は
７
月
９
日

以
降
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
今

お
持
ち
の
「
外
国
人
登
録
証

明
書
」
は
有
効
期
限
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。

③
住
所
の
変
更
は
役
場
に
届
け

て
く
だ
さ
い

　

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た

り
、
出
国
を
す
る
場
合
は
、
役

場
で
「
転
出
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

転
入
の
届
出
に
は
「
転
出
証

明
書
」
と
「
在
留
カ
ー
ド
」
ま

た
は
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

④
在
留
資
格
等
の
変
更
は
入
国

管
理
局
に
届
け
て
く
だ
さ
い

　

在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期

間
の
更
新
等
は
入
国
管
理
局
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
役

場
で
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
詳
し
く
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
法
務
省
「
新
た
な
在
留
管
理

制
度
が
ス
タ
ー
ト
」、「
特
別

永
住
者
の
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
す
」

▽
総
務
省
「
外
国
人
住
民
に
係

る
住
民
基
本
台
帳
制
度
に
つ

い
て
」

■問
・
■申
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８

８-

６
６
３
４
）

約
4.5
㌢

約 8 ㌢

広告募集

 　

広報うじたわら『町民の窓』
うじたわらの現在を届ける情報紙 　

広報うじたわら『町民の窓』
＝地域の元気・住民の躍動を伝えます＝

発行部数　 3,300 部
体裁　タブロイド版．右綴じ
　　　約11ページ（月により異なる）

特別永住者証明書
申請窓口　戸籍･保険課

在留カード
申請窓口　入国管理局

家庭や事業所でも
ぜひ実践を!

　町の施設では、エコ職場活動を推
進し、省エネルギーによる地球温暖
化防止などを図るため「夏のエコス
タイルキャンペーン」に取り組んで
います。
　今年度も全国的な節電の必要性が
高まっていることから、例年より
開始時期を早め５月１日から実施。
10月末まで行います。
　施設の適正冷房に努め、職員が
暑さをしのぎやすいノーネクタイ、
ノー上着などの軽装（クールビズ）を
励行します。皆さんのご理解とご協
力をお願いします。

５月１日から

エコスタイル
キャンペーン

共
通
事
項

　

申
請
書
は
建
設
・
環
境
課
に

備
付
け
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

BEC Blocksom English Club
● 幼児・小・中学生募集中
● 無料体験レッスン
　ご予約下さい。
● お月謝 ￥5,000-
　　※入会金 ￥5,000- 年間教材費 ￥10,000-（税別）

講師　ブロックソム ジョン
インターナショナル ６年
大手英会話教室 22年

楽しいよ　身につくよ　ジョン先生の英会話
☎88－5861 銘城台13-6

　

４
月
に
入
り
、
京
都
市
東
山
区

祇
園
、
亀
岡
市
篠
町
で
相
次
い

で
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
交
通

事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
４
月
中

の
交
通
事
故
死
者
が
４
月
23
日

現
在
21
人
（
昨
年
同
期
比
６
人

の
３
倍
以
上
）
と
非
常
に
憂
慮

す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
京
都

府
交
通
対
策
協
議
会
は
４
月
24

日
、「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常

事
態
宣
言
」を
発
令
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
今
一
度
、
交
通
安

全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

京
都
府
交
通
対
策
協
議
会
が

「
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！



目標と取組の方向
①健康管理に気を付け寝たきりを予防する（規則的な生活、
　適量の食事、適度の運動）
②地域活動に参加し、知人・友人・隣人と楽しい時間を持つ

高齢者の方々が参加しやすい健康づくり事業の取組を進めて
いきます。

May 2012 06

子育て通信
■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４）

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９時30分～午後４時）

５月の子育て支援センター事業
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

４ ５

11 1210９８７６

18 19171615

25 262423222120

27 28 29

３

30

２１

1413

31

子育てサークル活動日
たんぽっぽサークル
16日（水）10：30～
子育て支援センター
ママ＇sアクション
25日（金）10：30～
みんなの家

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

ふれあいあそび

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ヨチヨチ広場

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　15日（火）10：00～正午
　子育て支援センター わらべうた

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ネンネ広場

10：00～正午
郷之口会館
リズムあそび

お年寄りとの交流

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

名札作り

まいまい
おでかけ広場

お誕生会

南公民館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

緑苑坂自治会館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

散歩
パネルシアター

健やかうじたわら21プラン　～健康増進計画～

■問 保健センター（☎88－6636）

みんなで創ろう！笑顔あふれる　元気･健康･宇治田原

世代ごとの健康づくり ～高齢期（65歳）～

　　今月の保健･予防案内
ポリオ予防接種　14日（月）、28日（月）　〈受付〉午後１時15分～２時
乳児健康診査　21日（月）　〈受付〉午後１時～１時30分
幼児健康診査　30日（水）　〈受付〉午後１時～１時30分
一般・乳幼児健康相談○予 　８日（火）、22日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時
場所 以上は、いずれも保健センター

○予 ＝要予約

Vol.6
個人・家庭
ですること

地域･行政
の取組

　65歳からの健康づくりのスローガンは「地域とつながり　自分らしく　
生き生きと暮らそう！」。
　健康づくりでは、ここまでの日々の生活（実践）が結果として現れるこ
とになり、何かしら病気とお付き合いしながら生活している人が多くなり
ます。しかし、病気があっても、家族・
友人・仲間のいるこの町で、自分らしく、
楽しく、生き生き元気な100歳を目指し
ましょう！

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

10：00～正午
湯屋谷会館
散歩

パネルシアター

まいまい
おでかけ広場

こどもの日

　元気はつらつ！ 若返り塾〔５月〕
地　区　場　所 時　　　　間開　催　日

交流会（総合文化センター） 午後２時30分～３時45分７日（月）　■申 各地体操時

高 尾 公 民 館 午後 2 時～4 時22日（火）

14日（月） 午後 2 時～4 時郷 之 口 会 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午17日（木）

11日（金） 午後 2 時～4 時
荒 木（やすらぎ荘）

岩 山 会 館

午後 2 時～4 時

10日（木）

緑 苑 坂 自 治 会 館

午前10時～正午

15日（火）

禅 定 寺 会 館

午前10時～正午

14日（月）、28日（月）

21日（月）

午前10時～正午

立 川 公 民 館

湯 屋 谷 会 館

午後 2 時～4 時

11日（金）、22日（火）

10日（木）

午前10時～正午

奥 山 田 会 館

南 公 民 館

午前10時～正午

28日（月）

■問在宅介護支援センター（☎88－5784）

21日（月）

午後 2 時～4 時

わらべうたサークル主催
わらべうた
11日（金）10：30～
みんなの家

みどりの日憲法記念日

参加者募集
第６弾
ノーバディーズ・パーフェクト・プログラム

　初めから一人前の親なんていません！みんな、周り

の助けを借りながら、親になっていくのです。

　子育て中の親同士が悩みや関心事を話し合い、自

分にあった子育ての方法を学びましょう。

対象　乳幼児の保護者で原則８回参加できる方

　　　先着10名。保育ルーム有り

費用　参加費無料。テキスト代（1,890円）

日時　６月４日～７月30日の

　　　毎週月曜日　午前10時～正午

講師　・柘植　彩（ＮＰファシリテーター）

　　　・中田正代（ＮＰファシリテーター・

　　　　　　　　　子育て支援センター所長）

場所　総合文化センター研修室Ⅰ

■問・■申地域子育て支援センター

　　　（☎88－6622・FAX88－3104）

高齢期の現状
　「住民アンケート調査」「特定健診結果」等から

●65～74歳の国保特定健診受診者… 50.3%（男性 45.5%、女性 55.0%）
●指摘されたことのある病気…高血圧 41.8%、心臓病 22.2%、高脂血症 15.8%、
　糖尿病 13.6%
●たばこを吸っている人…10.6%（男性 18.5%、女性 3.3%）
●バランスを考えて食べている人…74.2%　　
●塩分のとりすぎに注意している人…70.2%
●週３日以上運動をしている人…60.8%
　平成22年10月で高齢者人口は、2,206人で高齢化率は 22.1%。その内、介
護認定を受けている方は422人で、
19.1% を占めています。しかし、
健康への関心は高く、特定健診の
受診率では他世代を大きく引き離
しています。健診結果では高血圧・
高脂血症などの治療中の方が多く
見受けられます。今後は、生活習
慣病予防と合わせ、重症化予防に
心掛け、寝たきりにならないよう
にすることが大切です。

24日（木）

午前10時～正午

高齢者人口と要介護認定率

2,024 2,085 2,131 2,190 2,206

346

17.1 17.1 17.9 17.6
19.1

356 382 385 422

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

高齢者人口 要介護認定者 （認定率）

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

人
25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

％

わたしらしいお産
わたしらしい子育て

総合文化センター研修室３
10：00～正午

新米パパ･ママ
への講演会

　

第
37
回
町
茶

品
評
会
を
６
月

６
日
（
水
）
午

広報うじたわら 平成24年５月号07

全
国
・
関
西
茶
品
評
会
の
上

位
入
賞
目
指
し
て

出
品
茶
募
集

　食 改の窓　食を通じた健康管理

（１人分） エネルギー 77kcal　蛋白質 4.3ｇ　脂質 4.5ｇ　カルシウム 41mg　塩分 0.6ｇ

No.134　ちくわとほうれん草のごま炒め 副菜にいかが
ですか?!

 今月の食改さん

露木喜代美さん
 第４班（岩山）

　年中いつでも手に
入る食材でスピー
ディーに調理できま
す。朝の忙しい時間
帯でもすぐできます
よ。

材　料

焼ちくわ……90g
ほうれん草……1、1/4束
土生姜……５g
白ごま……２g
塩……0.5g
油……10㏄
酒……４㏄
しょうゆ……７㏄
ごま油……少々

作り方

１ ちくわは斜めに切り、ほうれ
ん草はかために茹で、３㎝に
切る。土生姜は、たたいて刻
み、ごまは煎っておく。

２ 中華鍋に油を熱し、土生姜を
炒め、ちくわを加え、酒、しょ
うゆをからめ、ほうれん草を
加えて軽く炒め合わせる。

３ 塩、ごま油で調味し、いりご
まをまぜる。

（４人分）

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先

日　月　火　水　木　金　土

　 　 　 　１　 ２　 ３　 ４　 ５

６　 ７　 ８　 ９　 10　 11　 12

13　 14　 15　 16　 17　 18　 19

20　 21　 22　 23　 24　 25　 26

27　 28　 29　 30　 31

５月

前
９
時
か
ら
、
京
都
や
ま
し
ろ

農
業
協
同
組
合
宇
治
田
原
町
支

店
で
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
全

国
茶
品
評
会
は
静
岡
県
掛
川
市

で
、
関
西
茶
品
評
会
は
三
重
県

松
阪
市
で
開
か
れ
ま
す
。

　

上
位
入
賞
を
目
指
し
て
多
数

の
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所　

Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町

支
店

受
付
締
切　

６
月
４
日（
月
）
正

午
〈
時
間
厳
守
〉

出
品
資
格　

町
内
に
在
住
の
茶

業
を
営
む
生
産
者
・
団
体

部
門　

▼
か
ぶ
せ
茶
の
部
▼
煎

茶
の
部
▼
玉
露
の
部
▼
て
ん
茶

の
部

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６

３
８
）
／
Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町
支

店
（
☎
８
８-

４
３
１
９
）

宇
小
茶
摘
み
体
験
参
加
者
募
集

児
童
と
一
緒
に
お
茶
摘
み

　

宇
治
田
原
小
学
校
（
＝
増
田

千
秋
校
長
）
で
は
学
校
茶
園
で

毎
年
、
児
童
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
一
緒
に
な
っ
て
茶
摘
み
体
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
茶
摘

み
体
験

の
参
加

者
を
募

集
し
ま

す
。

日
時　

５
月
18

日
（
金
）

午
前
８
時
40
分
～

※
雨
天
時
５
月
21
日
（
月
）

場
所　

学
校
茶
園

集
合　

宇
治
田
原
小
学
校
な
ご

み
棟
前

備
考　

参
加
費
無
料
。
前
日
ま

で
に
申
込
み
必
要

■問
・
■申
宇
治
田
原
小
学
校
（
☎

８
８-

２
２
１
４
）

募　

集

第
６
回
『
永
谷
宗
圓「
茶
」俳
句

賞
』
作
品
募
集

　
「
永
谷
宗
圓
茶
俳
句
賞
」
実

行
委
員
会
（
委
員
長
＝
奥
田
光

治
町
長
）
で
は
、
江
戸
時
代
に

緑
茶
の
製
法
史
上
、
画
期
的
な

青
製
煎
茶
の
製
法
を
考
案
さ
れ

た
永
谷
宗
圓
翁
を
輩
出
し
た
緑

茶
発
祥
の
地
と
し
て
、
ま
た
、

俳
人
与
謝
蕪
村
が
茸
狩
り
で
遊

ん
だ
地
と
し
て
茶
文
化
の
ま
ち

「
宇
治
田
原
」
を
全
国
に
発
信

す
る
た
め
お
茶
に
関
す
る
俳
句

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
（
テ
ー
マ
）　
「
日
常
生

活
に
お
け
る
お
茶
と
の
関
わ
り
」。

１
人
３
句
ま
で
応
募
可

部
門　

▼
一
般
の
部
▼
小
・
中

学
生
の
部
。
応
募
資
格
は
不
問

応
募
方
法　

▽
ハ
ガ
キ
の
裏
面

に
作
品
を
縦
書
き
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
郵
送（
Ｅ
メ
ー
ル
可
）。

▽
ま
た
は
、総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、

永
谷
宗
円
生
家
、
京
都
タ
ワ
ー

に
設
置
の
投
句
箱
（
応
募
用
紙

備
付
け
）
へ
投
函

応
募
期
間　

５
月
15
日
（
火
）
～

７
月
31
日（
火
）〔
当
日
消
印
有
効
〕

入
賞
発
表　

10
月
２
日
（
火
）
教

育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

表
予
定
。
入
賞
者
へ
は
通
知

入
賞
作　

▼
一
般
の
部
＝
最
優

秀
賞
１
句
10
万
円
、
優
秀
賞
１

句
５
万
円
、
佳
作
２
～
３
句
１

万
円
▼
小
・
中
学
生
の
部
＝
最

優
秀
賞
１
句
図
書
カ
ー
ド
２
万

円
、
優
秀
賞
１
句
図
書
カ
ー
ド

５
千
円
、
佳
作
２
～
３
句
図
書

カ
ー
ド
３
千
円
。
各
部
の
賞
に

賞
状
。
永
谷
宗
圓
翁
顕
彰
会
よ

り
特
別
賞
と
し
て
各
部
１
句
に

賞
状
と
記
念
品

備
考　

応
募
作
品
の
一
切
の
権

利
は
主
催
者
に
帰
属
。
選
考
に

関
す
る
問
合
せ
不
可
。
応
募
作

品
の
返
却
不
可
。
応
募
者
の
個

人
情
報
は
、
本
作
品
募
集
に
関

す
る
目
的
以
外
に
使
用
し
な
い

■問
・
■申『
永
谷
宗
圓
「
茶
」
俳
句

賞
』
作
品
募
集
係
（
教
育
委
員

会
教
育
課
内
☎
８
８-

５
８
５

０
・
Ｅ
メ
ー
ルchahaiku@

tow
n.ujitaw

ara.kyoto.jp

）

ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
福
祉
バ
ス

時
刻
表
の
有
料
広
告
募
集

内
容　

福
祉
バ
ス
時
刻
表
の
裏

表
紙
に
掲
載

募
集
枠　

３
枠
（
１
枠
縦
４
㎝
×

横
９
㎝
）

料
金　

１
枠
１
万
円

時
刻
表
の
規
格　

Ａ
３
判
。
２
色

刷（
緑
・
黒
）。
二
つ
折
り
、ジ
ャ

バ
ラ
折
り（
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
）。

６
，０
０
０
部
、
７
月
中
旬
発

行
予
定
。
町
内
全
戸
配
布
、
公

共
施
設
に
配
架

掲
載
期
間　

最
低
１
年
間

募
集
期
限　

５
月
25
日
（
金
）

申
込
み　

申
込
書

に
広
告
原
稿

を
添
え
て

提
出
。
申

込
書
は
企

画
・
財
政
課

に
備
付
け
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

掲
載
決
定　

４
件
以
上
の
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
。
広
告

枠
の
位
置
は
町
が
抽
選
で
決
定

■問
・
■申
企
画
・
財
政
課
（
☎
８

８-

６
６
３
２
）

福
祉
バ
ス
な
ご
み
号

車
内
広
告
募
集

募
集
枠　

１
枠
（
Ｂ
３
サ
イ
ズ

＝
縦
３
６
４
㎜
×
５
１
５
㎜
）

料
金　

１
枠
月
額
５
０
０
円
（
１

か
月
単
位
）

募
集
期
限　

５
月
25
日
（
金
）

申
込
み　

時
刻
表
の
有
料
広
告

と
同
様

掲
載
決
定　

複
数
の
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
抽
選

■問
・
■申
企
画
・
財
政
課
（
☎
８

８-

６
６
３
２
）

社協通信

■問 ･■申社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

身近な出来事をテープでお届け

リーディングサービス

「声の訪問 」
対象　　目の不自由な方
　　　　（高齢者や寝たきりの方で字が読みづらい方も含む）

内容　　●月１回発行
　　　　　▶Ａ面＝リーディングボランティア「やまびこ会」の
　　　　　　オリジナル文
　　　　　▶Ｂ面＝町広報紙「町民の窓」の抜粋記事
　　　　●リーディングボランティア「やまびこ会」が吹き込んだ
　　　　　カセットテープを、地域の担当民生委員さんがお届け
　　　　　します。

※町内外のホットな話題が満載！
　ご家族・ご近所の方、ぜひお勧めください！

講　

座

胡
瓜
農
家
養
成
塾

　

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
宇
治

田
原
町
胡
瓜
生
産
部
会
で
は
、

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
・
生
産
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
「
胡

瓜
農
家
養
成
塾
」
を
開
講
し
ま

す
。

　

今
後
、
宇
治
田
原
町
キ
ュ
ウ

リ
の
生
産
を
担
う
方
が
、
自
信

を
持
っ
て
栽
培
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
育
成
す
る
講
座
で
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
栽
培
か
ら

出
荷
ま
で
直
接
指
導
し
ま
す
。

農
業
経
験
が
な
い
方
で
も
安
心

し
て
基
本
か
ら
習
え
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
で
塾
終
了
後
、

地
元
キ
ュ
ウ
リ
生
産
に
関
わ
る

方※
家
庭
菜
園
の
指
導
で
な
い

定
員　

５
名
程
度
（
面
接
あ
り
）

申
込
期
限　

５
月
18
日
（
金
）

受
講
期
間　

６
月
上
旬
か
ら
11
月

上
旬
（
週
１
回
程
度
）

受
講
場
所　

町
内
の
キ
ュ
ウ
リ

畑
、
Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町
支
店

受
講
料　

無
料
（
作
業
用
ハ
サ

ミ
等
は
本
人
負
担
）

■問
・
■申
Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町
支

店
（
☎
８
８-

４
３
１
９
）

大
切
な
人
命
を
救
う
た
め
に
受

け
ま
し
ょ
う　

普
通
救
命
講
習

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
用
い
た
救
急
蘇
生
法

の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
予
定　

▽
５
月
12
日

▽
６
月
９
日
▽
７
月
14
日
▽
８

月
11
日
▽
９
月
８
日
▽
10
月
13

日
▽
11
月
10
日
▽
12
月
８
日
▽

平
成
25
年
２
月
９
日
▽
３
月
９

日
（
土
）
※
中
止
の
場
合
あ
り

時
間　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

宇
治
田
原
分
署

申
込
み　

前
日
ま
で
に
来
庁
ま

た
は
電
話
で
申
込
み

■問
・
■申
宇
治
田
原
分
署
（
☎
８

８-

５
５
０
０
）

ご利用ください
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相　

談

お
知
ら
せ

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

日
時　

５
月
16
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

中
央
公
民
館
（
荒
木
）

定
員　

先
着
５
名

相
談
時
間　

１
人
30
分
程
度

■問
・
■申
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８

８-

６
６
３
４
）

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
５
月
２
・

９
・
16
・
23
・
30
日
（
水
）
午

後
２
時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

５
月
30
日
は
「
消
費
者
の
日
」

　
「
消
費
者
の
日
」
は
、
昭
和

53
年
、消
費
者
保
護
基
本
法（
現

消
費
者
基
本
法
）
制
定
10
周
年

を
契
機
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
国
民
は
、
消
費
者
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
消
費
者
は
今

日
の
経
済･

社
会
に
お
い
て
と
て

も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
購
入
す
る
際
に
、
経
済
・
社

会
へ
の
影
響
に
つ
い
て
感
心
を

持
ち
、
自
ら
の
生
活
に
即
し
た

合
理
的
で
意
味
の
あ
る
選
択
を

す
る
こ
と
で
市
場
経
済
の
競
争

を
促
し
、
持
続
可
能
な
経
済
・

社
会
の
発
展
を
促
す
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
の
下
、
消
費

者
の
権
利
・
利
益
の
尊
重
と
消

費
者
の
自
立
の
支
援
を
基
本
理

念
に
、
地
方
自
治
体
に
「
消
費

生
活
相
談
」
の
窓
口
が
設
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
窓
口
で
は
、
消
費
者
被
害
の

拡
大
防
止
を
図
り
、
今
後
の
消

費
者
政
策
に
生
か
す
た
め
に
、

情
報
を
国
に
集
約
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
昨
年
度
よ
り
月

２
回
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

５
月
の
消
費
生
活
相
談
日

８
日
・
22
日
（
火
）
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

５
月
の
多
重
債
務
法
律
相
談

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
日

（
水
）
▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
15
日
（
火
）
▼
木
津
川

市
役
所
北
別
館
11
日
（
金
）
い

ず
れ
も
午
後
４
時
～
７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

１
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
）

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４
２

６
）
／
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

交
通
遺
児
奨
学
金

　

交
通
事
故
で
、
か
け
が
え
の
な

い
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
な
ど

を
亡
く
し
た
方
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
、「
交
通
遺
児
奨
学
金

等
支
給
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

府
内
在
住
で
、
陸
・
海
・

空
の
交
通
事
故
に
よ
り
親
等
を

亡
く
し
た
乳
幼
児
、
小
・
中
学

生
、
高
校
生
等

申
請
期
限　

５
月
31
日
（
木
）

支
給
額
（
１
人
あ
た
り
年
額
）

・
乳
幼
児
＝
１
１
，０
０
０
円

・
小
学
生
＝
２
１
，５
０
０
円

・
中
学
生
＝
４
３
，０
０
０
円

・
高
校
生
＝
６
４
，０
０
０
円

・
高
等
学
校
入
学
支
度
金
（
高

校
１
年
生
対
象
）
＝
３
５
，

０
０
０
円

※
期
限
ま
で
に
申
請
で
き
な
か
っ

た
場
合
や
年
度
途
中
で
交
通

遺
児
に
な
っ
た
場
合
は
、
月

割
り
で
支
給

申
請
方
法　

申
請
書
を
提
出
。

申
請
書
は
福
祉
課
に
備
付
け

そ
の
他　

京
都
府
の
他
の
奨
学

金
と
併
給
不
可

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６

３
５
）／
府
府
民
生
活
部
安
心
・

安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎

０
７
５-

４
１
４-

５
０
７
６
）

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
料
配
布

青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
通
常

郵
便
葉
書
（
１
人
20
枚
）
を
郵

便
事
業
株
式
会
社
が
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

対
象　

①
重
度
の
身
体
障
が
い

者
（
１
級
ま
た
は
２
級
の
方
）

②
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療

育
手
帳
Ａ
の
方
）

申
込
み　

お
近
く
の
郵
便
局
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
提
示
の
う
え
、
申
込
書

を
提
出
。
代
理
申
込
み
可

受
付
期
限　

５
月
31
日
（
木
）

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

ま
ん
延
防
止
の
お
願
い

　

捕
獲
し
た
コ
イ
を
再
放
流
す

る
場
合
を
除
き
、
コ
イ
を
持
ち

出
し
、
他
の
水
域
に
放
流
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
コ
イ
を
持
ち

出
し
他
の
水
域
に
放
流
す
る
場

合
は
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
よ
り
、
そ
の
コ
イ
群
が
陰

性
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■問
府
農
林
水
産
部
水
産
課
（
☎

０
７
５-

４
１
４-
４
９
９
６
）

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
、

休館日　毎週火曜日
　 ３日（木・憲法記念日）
　 ４日（金・みどりの日）
　 ５日（土・こどもの日）
　31日（木・館内整理日）
おはなし会
　①12日（土） 11：00～
　②26日（土） 11：00～

今月の予定

■問 町立図書館（☎88－5852）図 書 館 だ よ り

育
て
て
楽
し
む
は
じ
め
て

の
緑
の
カ
ー
テ
ン

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
緑
の
カ
ー
テ
ン
応
援
団
著

　

最
近
は
季
節
を
問
わ
ず

「
節
電
」
と
い
う
言
葉
を
聞

か
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
数
年
ゴ
ー
ヤ
ー
や

ヘ
チ
マ
、
ア
サ
ガ
オ
な
ど

の
ツ
ル
植
物
で
作
る
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
が
人
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
緑
が

茂
っ
て
く
る
と
部
屋
は
涼

し
く
、
育
っ
た
実
は
食
し

て
と
一
石
二
鳥
で
す
。

　

夏
に
向
け
て
、
目
に
も

美
し
く
、
食
べ
て
は
お
い

し
い
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

作
り
を
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

じ
ゃ
が
い
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
？

市
川
里
美 

著

　

ア
ン
デ
ス
の
山
あ
い
に
、

ル
ー
チ
ョ
の
暮
ら
す
村
が

あ
り
ま
す
。
村
で
は
朝
も

昼
も
晩
も
、
お
や
つ
に
も

じ
ゃ
が
い
も
を
食
べ
ま
す
。

　

ル
ー
チ
ョ
に
は
ど
う
し

て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

一
度
だ
け
町
の
お
祭
り
で

食
べ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
ん
な
ル
ー
チ
ョ
の
願

い
を
か
な
え
て
く
れ
た
の

は
…
。

図書館からのお願い　　　

・図書館の本や資料はみんなのものです。
　大切に扱いましょう。
・館内での飲食や携帯電話のご使用は
　ご遠慮ください。

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

蔵書点検のため、休館させていただきます。
休館中はご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

休館期間　６月18日（月）～25日（月）

informationみんなが気持ちよく利用できるよう
マナーとルールを守りましょう

長期臨時休館のお知らせ

　宇治田原ビューティーズが京都府予選会で準
優勝し、京都府代表として群馬県前橋市で開か
れた「第５回全日本春季小学生女子ソフトボー
ル大会」に出場しました。今回が初めてとなる
全国大会で、多くの方からの応援を胸に全力プ
レー。東京代表の強豪チームに惜しくも初戦で
敗退しましたが、選手や指導者にとって、全国レ
ベルを肌で感じる貴重な体験となりました。キャ
プテンの神谷優衣さんは「次の夏の大会にも出
場できるようにがんばって練習したい」と目標を
語ります。

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　３　／　30
女　子
ソフト　宇治田原ビューティーズ
全国の舞台で貴重な体験

　田原小学校（＝辰本静治校長）の６年生58名
が、お茶の高級品種「ウジヒカリ」の苗木植え
をしました。
　この苗木は、緑茶発祥のまちに育つ子どもた
ちに、お茶に興味を持ってもらおうと、並木秀
和さんが毎年、寄贈。苗木は１年間かけて保護
者らが世話をし、卒業式の日に子どもたちに贈
られます。
　この日は校門前の畑で、並木さんの指導を受
けながら子どもたちは約40㎝の苗木を丁寧に植
え付けました。

　４　／　23
田原小６年生　茶の苗木植え
まっすぐスクスク成長を

未来の甲子園球児を目
指して野球を始めませ
んか。私たちは頑張る
君を心からサポートし
ます。まずは一度、グロー

ブと少しの勇気をもって練習にきてください。

小学１年生以上の男女、
成人の方も歓迎。練習
の見学も随時ＯＫ。剣
道を90才になっても
現役で指導される先生

もおられ、一生涯求道のスポーツです。

子どもの頃から野球を
していた人、社会人に
なってから同僚に誘わ
れるままに渋々野球を
始めた人。当連盟はそ

んな様々な人の集まりです。一緒に野球を
楽しみませんか。

常に全力 !! を合言葉
に日々楽しく、時には
厳しく練習に励んでい
ます。夏は暑く、冬は
寒い宇治田原の空気を

満喫できるソフトボールを一緒にはじめま
せんか。

礼儀を重んじ忍耐力、
集中力等精神面での強
化、体力の向上をめざ
し空手道の精神を一人
ひとりの特徴にあわせ

わかりやすく指導いたします。

町内大会はもとより、
府民総体や近隣市町の
招待試合等にも積極的
に参加しています。週
２回ほどの練習ですが

チームプレーの快感を体験してみませんか。

大人も子どもも楽しみ
かつ子どもには競技ス
ポーツとして、大人に
は健康づくりのための
スポーツとして指導い

たします。

平成19年度の府民総
体男子の部で入賞を果
たしたことを励みとし
て、毎週火曜日に文化
センター交流広場にて

練習を継続しています。一度お越しになっ
てください。

ＦＣ鷲峰スポーツ少年
団・社会人チーム「Ｕ
ＦＣ」・シニアチーム

「オヤジーズ」。競技ス
ポーツ、生涯スポーツ

としてサッカーを楽しんでいます。

子どもから大人までス
ポーツを楽しむ中で世
代間の交流を図ってい
ます。ジュニアチーム
は小学生連盟に加盟し

練習に励んでいます。

ゴルフ競技が府民総体
の正式種目となり会員
の関心が高まっていま
す。今年も選考会と町
民ゴルフ大会を予定し

ています。

仲間同士で楽しむテニ
スと競技としてのテニ
スのどちらにも偏らな
いよう指導しています。
６月と10月にはテニ

ス教室も開催予定です。

年６回の大会では白熱
した試合を繰り広げて
おります。グラウンド・
ゴルフは誰でも気軽に
楽しめるスポーツです。

町内在住・在勤の方で、
バスケットボールをこ
よなく愛する人を募集
します。月２～３回の
練習日を設定する予定

です。小･中･高校生もぜひ参加ください。

広報うじたわら 平成24年５月号09

日
赤
の
活
動
資
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
助
成

　

日
本
赤
十

字
社
で
は
、

自
然
災
害

や
紛
争

等
に
対

す
る
保

健
衛
生
指

導
や
医
療
救
護
、

救
援
物
資
の
搬
送
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
道
的
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
救
急
法
な

ど
の
健
康
安
全
講
習
の
実
施
や

未
来
に
向
け
た
助
け
合
い
の
心

を
育
む
青
少
年
赤
十
字
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、

幅
広
い
取
組
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
活
動
の
推
進
の
た
め
、

皆
様
か
ら
の
資
金
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

赤
十
字
月
間
の
５
月
に
、
各

ス
ポ
ー
ツ

始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

　

新
学
期
を
迎
え
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
。

日
頃
、
各
施
設
で
練
習
し
て
い

る
団
体
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
様
々
な
種
目

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～

場
所　

住
民
体
育
館
、
住
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
（
雨
天
時
は
屋

外
種
目
中
止
）

体
験
種
目　

▼
剣
道
▼
卓
球
▼

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
テ
ニ
ス
▼
少

年
野
球
▼
少
年
サ
ッ
カ
ー
▼
少

女
ソ
フ
ト
▼
空
手
道

■問
ス
ポ
ー
ツ
団
体
協
議
会
事
務

局
（
住
民
体
育
館
内
☎
８
８-

４

５
６
７
）

平
成
24
年
度
体
育
協
会

総
合
開
会
式

　

健
全
な
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
府
民
総
体
等
の
健
闘
を

誓
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
加

盟
団
体
の
活
動
紹
介
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前

11
時
～

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
さ

ざ
ん
か
ホ
ー
ル

■問
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

区
を
通
じ
て
資
金
（
社
資
）
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
善
意

を
お
届
け
く
だ
さ
い
。

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

木
造
住
宅
へ
の
耐
震
診
断
士

の
派
遣
費
用
を
助
成

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒

壊
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
木
造

住
宅
に
専
門
家
を
派
遣
し
、
事

業
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
内
容　

▼
現
地
調
査
・
診
断

▼
診
断
結
果
の
説
明
▼
耐
震
改

修
に
関
す
る
提
案
や
助
言
▼
概

算
工
事
費
の
提
示
▼
耐
震
改
修

補
助
制
度
や
耐
震
改
修
促
進
税

制
の
説
明

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
木
造
住
宅
を
所
有
ま
た
は
居

住
し
て
い
る
方
（
賃
借
人
は
所

有
者
の
承
諾
必
要
）

・「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
の
結
果
、
評
点

が
９
点
以
下

※
ま
ず
ご
自
身
で
日
本
建
築
防

災
協
会
発
行
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」（
建
設
・
環
境

課
備
付
け
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
）
で
簡
易
診
断
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
１
／
２
以
上
が
住
宅
の
用
に

供
さ
れ
て
い
る
住
宅
。
た
だ

し
、
特
殊
な
工
法
、
型
式
適

合
認
定
に
よ
る
プ
レ
ハ
ブ
工

法
等
の
住
宅
は
対
象
外

助
成
額

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
、
現
に
完
成
し
て
い

る
木
造
住
宅
＝
診
断
費
用
５

万
千
円
の
う
ち
４
万
８
千
円

を
助
成（
自
己
負
担
３
千
円
）

・
右
記
以
外
の
木
造
住
宅
＝
診

断
費
用
５
万
千
円
の
う
ち
１

万
２
千
円
を
助
成
（
自
己
負

担
３
万
９
千
円
）

申
込
み　

申
請
書
に
、
▼
「
誰

で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診

断
」
の
診
断
結
果
▼
対
象
物
の

面
積
・
構
造
▼
用
途
等
の
確
認

で
き
る
書
類
（
例
…
住
宅
の
登

記
簿
謄
本
や
建
築
確
認
通
知
書
）

を
添
付
し
提
出

申
込
期
限　

平
成
25
年
2
月
13

日
（
水
）

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

　

地
震
時
に
大
き
な
被
害
が
予

測
さ
れ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

町
税
の
滞
納
が
な
く
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
木

造
住
宅
を
所
有
ま
た
は
居
住
し

て
い
る
方
（
賃
借
人
は
所
有
者

の
承
諾
が
必
要
）

・
既
に
町
が
実
施
す
る
木
造
住

宅
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
る

・
そ
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

結
果
、
評
点
が
１
・
０
未
満

で
、
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ

り
評
点
を
０
・
７
以
上
に
向

上
さ
せ
る

※「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
の
評
点
と
は
異

な
る

・
都
市
計
画
区
域
内
に
あ
る
木

造
住
宅
は
、
昭
和
63
年
９
月

26
日
ま
で
に
着
工
し
、
現
に

完
成
し
て
い
る
こ
と

※
都
市
計
画
区
域
＝
お
お
む
ね

町
内
の
奥
山
田
を
除
く
区
域

・
建
築
士
が
耐
震
改
修
設
計
と

工
事
監
理
を
行
う
こ
と

助
成
額

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐
震
改

修
に
要
し
た
費
用
の
３
／
４

（
上
限
90
万
円
）

・
昭
和
56
年
６
月
1
日
以
降
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐
震
改

修
に
要
し
た
費
用
の
１
／
12

（
上
限
10
万
円
）

申
込
み　

申
請
書
と
添
付
書
類

を
提
出

添
付
書
類　

▼
耐
震
改
修
工
事

見
積
書
▼
耐
震
改
修
設
計
見
積

書
▼
耐
震
診
断
結
果
報
告
書（
写

し
）
▼
耐
震
補
強
計
画
書
（
①

位
置
図
、
平
面
図
②
補
強
計
画

図
、
そ
の
他
補
強
方
法
を
示
す

図
書
③
耐
震
改
修
後
の
建
物
に

つ
い
て
の
総
合
判
定
）
▼
町
税

の
完
納
証
明
書

申
込
期
限　

平
成
25
年
２
月
13

日
（
水
）

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

「
都
市
計
画
制
度
の
概
要
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
記
載
内
容
の
訂
正

と
お
詫
び

　

３
月
31
日
の
朝
刊
に
折
り
込

ん
だ
「
宇
治
田
原
町
都
市
計
画

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
」
に
お

い
て
、
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

①
裏
面
（
表-

１
）Ｃ
地
区
及
び

Ｄ
地
区
の
「
建
築
物
等
の
形

態
又
は
意
匠
の
制
限
」
欄
中

（誤）「
許
可
に
適
合
す
る
も
の
と

し
、」 

（正）「
許
可
の
基
準
に
適
合
す
る

も
の
と
し
、」 

②
裏
面（
表-

２
）Ｂ
地
区
の「
建

築
物
等
の
用
途
の
制
限
」
欄

中
（誤）「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築

物
は
、」 

（正）「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築

物
以
外
の
建
築
物
は
」

③
裏
面
（
表-
２
）「
か
き
又
は

さ
く
等
の
構
造
の
制
限
」
欄

中
（誤）「
境
界
敷
地
」

（正）「
敷
地
境
界
」 

※
訂
正
後
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

必
要
な
場
合
は
、
恐
れ
入
り

ま
す
が
窓
口
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

新会員･チーム募集 町スポーツ団体協議会では、ともに汗を流す仲間を
お待ちしています。入会のお問い合わせは各団体へ。

少年野球協会 ■問井上　富雄 ☎88－4447 剣志会（剣道）■問藤井　睦美 ☎88－6511

軟式野球連盟 ■問檜木　　忍 ☎86－5875 少女ソフトボールクラブ ■問竹尻　伸弘 ☎88－3435

空手道教室 ■問木村　清司 ☎88－3851 女子バレーボール連盟 ■問岩瀬多佳子 ☎88－5413

■問人長　　敏 ☎26－7688卓球クラブ■問梅田誉四郎 ☎88－2430ゲートボール連盟

サッカー協会 ■問垣内登志樹 ☎090－9704
－2718 バドミントン協会 ■問山下　雅美 ☎88－3057

■問橋本　　茂 ☎88－2027ゴルフ協会■問坪内　健二 ☎88－3990テニスクラブ

グラウンド・ゴルフ協会 ■問脇田　勝行 ☎88－2593 バスケットボール協会 ■問浅田　晃弘 ☎090－9713
－3125

人間を救うのは、人間だ。



　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
『
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
、

野
に
も
山
に
も
若
葉
が
茂
る

…
』　

今
年
も
新
茶
シ
ー
ズ
ン

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
緑
茶
発

祥
の
地
と
し
て
高
品
質
茶
の
収

穫
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清

盛
」。
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
、

院
政
の
下
で
武
士
が
次
第
に
台

頭
し
て
行
く
様
子
が
源
平
の
盛

衰
と
と
も
に
描
か
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
阿
部
サ
ダ
ヲ
演

じ
る
「
信
西
」
が
登
場
し
て
い

ま
す
。
信
西
と
い
え
ば
、
立
川

大
道
神
社
の
下
に
あ
る
「
信
西

入
道
塚
」
の
信
西
で
す
。

　

信
西
は
出
家
後
の
法
名
で
、

俗
名
は
藤
ふ
じ
わ
ら
の原
通み
ち
の
り憲
。
ド
ラ
マ
で

は
高た
か
し
な階
通み
ち
の
り憲
の
名
前
で
出
て
い

ま
す
。
信
西
七
歳
の
と
き
に
父

親
が
急
死
し
親
戚
の
高
階
家
の

養
子
に
な
り
ま
し
た
。
信
西
の

家
系
は
代
々
学
者
で
祖
父
は
大だ
い

学が
く

頭の
か
み（
大
学
の
長
官
）
で
し
た
。

信
西
は
裕
福
な
高
階
家
で
学
問

に
励
み
、
次
第
に
朝
廷
や
藤
原

摂
関
家
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
行
き
ま
す
。

　

天
皇
と
上
皇
と
の
権
力
争
い

と
な
っ
た
保ほ

元げ
ん

の
乱
で
は
後
白

河
天
皇
方
を
勝
利
に
導
き
、
そ

の
後
、
藤
原
摂
関
家
を
弱
体
化

さ
せ
天
皇
親
政
を
進
め
る
な
ど

次
第
に
権
力
を
振
る
っ
て
い
き

ま
す
が
、
そ
の
強
引
な
政
治
が

反
発
を
招
く
と
こ
ろ
と
な
り
平へ
い

治じ

の
乱
で
つ
い
に
討
た
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

信
西
は
、
そ
の
と
き
宇
治
田
原

に
逃
げ
て
身
を
隠
し
ま
す
が
追

手
に
見
つ
け
ら
れ
首
を
斬
ら
れ

ま
す
。（
自
害
説
も
あ
り
ま
す
。）

立
川
大
道
寺
に
あ
る
信
西
入
道

塚
の
碑
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
…
宇
治
田
原
に
至
り
地
に

穴
を
掘
っ
て
隠
れ
、
竹
筒
で
息

を
つ
ぎ
仏
名
を
唱
う
。
源
光
保

兵
を
率
い
て
、
そ
の
所
在
を
知

り
首
を
斬
っ
て
遺
骸
を
こ
の
地

に
葬
り
信
西
塚
と
称
す
。
…
大

正
五
年
八
月
神
田
英
太
郎
等
有

志
が
相
談
し
て
大
破
し
た
塚
を

修
理
す
る
。」

　

塚
は
現
在
も
大
道
寺
の
皆
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て

い
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　
　

奥
田　

光
治
）

　何ごとにも「新」がつくこと
の多い４月。役場にも４名の
新規採用職員が入庁。新鮮な
４名とお話するたびに刺激を
受けています。同時に、２年
前に初めて広報紙をお届けし
たときのことを思い出させてく
れます。
　今見ると、がむしゃらに作っ
たことが全面に出ていて、と
てもつたない紙面。あの頃に、
地域や職場の皆さんに助けて
いただいたことへの感謝を忘れ
ず、今月号もお届けすることが
できました。　　　　　（Ｋ）

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

上辻トミヱさん　（81歳）
　　　　　［奥山田］

　「ゲートボール仲間との交流
やお寺参り。出会いを大切に
お出かけするようにしていま
す。みんなの中に入ってワー
ワーしていることですかねぇ」

　

信し
ん　
　

西ぜ
い
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くとうてん

（133）茶
さ

論
ろ ん

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

元気のヒケツ。 わが家のアイドル。

　

町
消
防
団
（
団
員
定
数
＝
３

０
９
名
）
の
入
退
団
式
が
４
月

７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
退

団
者
に
奥
田
光
治
町
長
よ
り
感

謝
状
お
よ
び
記
念
品
が
贈
呈
。

本
部
役
員
と
新
入
団
員
に
は
桝

村
昌
弘
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
新
役

員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

●
本
部　

▽
団
長
＝
桝
村
昌
弘

▽
副
団
長
＝
今
西
晋
作
・
岩

㟢
智
行
▽
分
団
長
＝
野
村
英

治
・
藤
田
真
至
▽
副
分
団
長

＝
垣
内
英
孝
・
木
原
昌
宏
・

藤
野
太
士
・
廣
垣
誠

●
第
１
分
団　

▼
第
１
部（
南
）

▽
部
長
＝
森
本
真
生
▽
副
部

長
＝
中
田
英
貴
▽
会
計
＝
中

島
貴
久
▼
第
２
部
（
立
川
）

▽
部
長
＝
叶
内
智
▽
副
部
長

＝
永
田
啓
二
▽
会
計
＝
山
本

竜
平
▼
第
３
部
（
湯
屋
谷
）

▽
部
長
＝
上
田
真
嗣
▽
副
部

長
＝
上
田
恭
久
▽
会
計
＝
安

井
邦
広
▼
第
４
部（
奥
山
田
）

▽
部
長
＝
播
磨
貴
義
▽
副
部

長
＝
楳
木
悟
志
▽
会
計
＝
廣

垣
稔
▼
第
５
部
（
銘
城
台
）

▽
部
長
＝
松
原
克
弘
▽
副
部

長
＝
松
木
厚
志
▽
会
計
＝
楠

彰
二

●
第
２
分
団　

▼
第
１
部
（
郷

之
口
）
▽
部
長
＝
茨
木
伸
悟

▽
副
部
長
＝
上
林
康
太

郎
▽
会
計
＝
向
井
孝
和

▼
第
２
部
（
荒
木
）
▽

部
長
＝
藤
田
茂
樹
▽
副

部
長
＝
岡
本
博
和
▽
会

計
＝
上
尾
心
▼
第
３
部

（
岩
山
）
▽
部
長
＝
田

村
豪
志
▽
副
部
長
＝
西

出
圭
一
▽
会
計
＝

長
谷
川
和
彦
▼
第

４
部
（
禅
定
寺
）

▽
部
長
＝
西
谷

久
弥
▽

副
部

長
＝

南
出
光
樹
▽
会
計
＝
勝
谷
聡

一
▼
第
５
部
（
緑
苑
坂
）
▽

部
長
＝
橋
本
哲
也
▽
副
部
長

安
心
・
安
全
の
要

消
防
団
新
体
制
で
始
動

松川　琴
こと

厘
り

ちゃん　（1歳2か月）

元気いっぱいの笑顔これからもたくさん
見せてね♡

西浦　陽
ひな

太
た

ちゃん　（1歳）

一歳おめでとう☆沢山遊んで、笑って元気
に育ってね (^^)（ぱぱ・ままより）

立川大道寺の信西塚

＝
鈴
木
正
次
▽
会
計
＝
高
垣

雅
彰

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

団の先頭に立って３期
目の桝村昌弘団長

宇治田原

いいとこ探
検

スタンプラ
リー

（前期）

　町内の名所を巡り、スタンプを台紙に押して応募すると
特産品が当たるスタンプラリーを今年も開催します。

期間 ５月14日（月）～７月31日（火）

スタンプ設置場所　　　　　　　　　　永谷宗円生家、猿丸神社、御栗栖神社、
　妙楽寺、建藤神社、遍照院、大道寺、郷之口会館、総合文化
センター

台紙設置場所　　　　　　　役場、総合文化センター、スタンプ設置場所、京都総合観光案内所
（京都駅）等。町ホームページからダウンロード可

応募方法　　　　　６か所のスタンプを台紙に押して、必要事項を
記入し受付場所に提出

応募受付場所　　　　　　　● 産業振興課＝平日 午前８時30分～午後５時
● 総合文化センター＝土･日曜日、祝日 午前９時～午後５時
※応募多数の場合は抽選。当選者の発表は賞品の発送をもって替えます。

■問 産業振興課（☎88－6638）


